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公益財団法人  新潟県女性財団 
 

 〒950-0994 

  新潟市中央区上所2-2-2  

   新潟ユニゾンプラザ2階 

 ＴＥＬ：025-285-6610 

 ＦＡＸ：025-285-6630 

 E-mail：npwf@npwf.jp 

 
 

 

 https://www.pref.niigata.lg.jp/ 

        site/danjobyodo/ 

ホームページ 

発 行 

内 容 
ページ 

県（男女平等・共同参画推進室）から

のお知らせ 

・ふれ愛ほっとらいん（本誌）の発行 

 電子化について 

・令和6年度男女平等・共同参画推進室   

 主要事業 

１ 

 

県（男女平等・共同参画推進室）から

のお知らせ 

・ハッピー・パートナー企業交流会議 

 を開催しました 

2 

新潟県女性財団からのお知らせ 

・啓発誌「ぶっくばらんす」のご紹介 
2 

県（しごと定住促進課）からのお知らせ 

・「わくわくワークにいがたキャン 

 ペーン」の結果報告 

・男性の育児休業取得促進助成金制度 

 が変わります！ 

３ 

ハッピー・パートナー企業の皆様への

お願い 
４ 

新潟県男女平等推進相談室からのお知

らせ 
４ 

 県（男女平等・共同参画推進室）からのお知らせ 

編 集 

ふれ愛ほっとらいん 

★ふれ愛ほっとらいん（本誌）の発行電子化について 

◆ 選ばれる企業×女性活躍推進事業 20,889千円【拡充】  
 

   県内企業の女性活躍を推進するため、女性活躍推進法に基づく 

 「えるぼし認定」の取得を目指す企業を支援します。 

  また、新たに、経営層を対象としたトップセミナーや企業間交流 

 会、若年から中堅層の女性を対象にしたキャリア形成に向けたセミ 

 ナーを開催するほか、中高生や大学生を対象に県内で活躍する女性 

 ロールモデルの出前講座を実施します。 
 

◆ 輝く女性 次世代ゼネラルマネージャー育成事業 4,687千円  
 

  女性のキャリアアップを支援し、女性管理職の育成を図るため、 

 産業界を牽引する女性リーダーの実践的な育成研修を実施します。 
 

◆ 女性のつながりサポート事業 10,148千円 
 

  様々な困難や不安を抱える女性を支援するため、ＮＰＯ等支援団体 

 に対する研修や有資格者による専門相談の実施、アウトリーチ支援な 

 ど、個々の事情に寄り添ったきめの細かい支援を実施します。 
 

◆ （公財）新潟県女性財団事業費補助金 27,042千円 
 

  男女共同参画社会の形成の促進を図るため、（公財）新潟県女性財 

 団による人材育成、情報発信及び市町村や民間団体の交流促進事業を 

 支援します。 

 
 【お問い合わせ先】新潟県知事政策局政策企画課 

          男女平等・共同参画推進室 

          TEL：025-282-5787 

毎年3月8日は「国際女性デー」です 

★令和6年度当初 男女平等・共同参画推進室 主要事業 

 既にご案内のとおり、紙資源の節約や誌面の充実等を目的に、令和６

年度以降、県広報誌「ふれ愛ほっとらいん」の発行を原則電子化しま

す。 

 次号（令和６年５月末発行予定）以降からは、新潟県女性財団からの

メールによりお届けしますので、メールアドレスの登録・変更、紙での

送付希望等のお手続きがお済みでない場合は、新潟県女性財団（下記）

までご連絡ください。 

【お問い合わせ先】 

 公益財団法人新潟県女性財団（ハッピー・パートナー企業登録等事務局） 

 TEL：025-285-6610 FAX：025-285-6630 

 E-mail：ngt.happy-p@npwf.jp 



 

 

★★おススメ！「ぶっくばらんす」活用事例★★ 
 ・出産、入園入学など、子どもの節目を迎える社員にプレゼント！ 

 ・SDGs／目標５「ジェンダー平等を実現しよう」の取組として冊子を使ってイベント開催！ 

 ・営業店舗に閲覧用として配置など。 
 

 配布のご希望、「冊子を使って何かやってみたい！」など、当財団までお気軽にお問い合せください。 

 また、これまで発行した「ぶっくばらんす１～5号」は、当財団ホームページからご覧いただけます。  

新潟県女性財団からのお知らせ  

Page2 

 新潟県女性財団では、毎年、男女共同参画を考える啓発誌「ぶっくばらんす」を発行しています。 

 最新の「ぶっくばらんす6号」は、高校生から20代の32人にインタビューして『20代×ジェンダー』を

テーマに作成しました。「こんなマジメな話、したことがなかった！」と語る20代から、どんな発言があっ

たのか、ぜひご覧いただき、話題にしてお互いを知るきっかけにしていただければと思います。 

★ハッピー・パートナー企業交流会議を開催しました 

 2月９日（金）に、「多様性を強みに変えるための組織づくり～ 

ダイバーシティ＆インクルージョン推進の取組事例から～」をテーマ

に、ハッピー・パートナー企業交流会議を開催しました。 

 以下、内容を簡単にご紹介します。 
 

＜プログラム①＞企業の取組紹介 

●株式会社 大林組 本社グローバル経営戦略室  

 ダイバーシティ＆インクルージョン推進部長 中沢 英子さん 

 ・男性育休取得100％を目指した育休当事者向け／管理職向けの各種研修等の取組や、組織のコミュニ 

  ケーションの見直しと個の成長、そして組織力の向上を目的に、各工事現場において３か月単位で 

  組織改善のためのPDCAを回す「Pit inプログラム」などをご紹介いただきました。 
 

●株式会社 DI Palette（旧社名：(株)第一印刷所）総務課 担当課長 高橋 聡子さん 

 ・独自の「配偶者出産休暇」「子ども行事休暇」などのワーク・ライフ・バランス推進の取組や、女性 

  活躍推進の取組として、女性企画チーム「d’onna（ドンナ）」の活動をご紹介いただきました。 
 

●株式会社 第四北越銀行 人事部 上席調査役 髙橋 瑞穂さん 

 ・女性活躍推進プログラムとして、階層別に実施するキャリア研修、地銀10行が加入するTSUBASA 

  アライアンスを活用した他行とのクロスメンター制度などをご紹介いただいたほか、若手人材の定着 

  や離職防止のための取組をご紹介いただきました。 
 

＜プログラム②＞情報交換会 

 参加各社における人材確保・定着のための取り組みについて、成功したことや効果が見えつつあるこ

と、課題となることやなかなか進まない要因について、グループワークで情報交換を行いました。 
 

※ファシリテーター：株式会社 エム・エスオフィス 髙橋 瑞穂さん 
 

◆今後も新潟県女性財団と連携して、ハッピー・パートナー企業の皆様の取組を支援する交流会やセミ  

 ナーを企画・開催しますので、ぜひご参加ください！ 

啓発誌「ぶっくばらんす」最新号『ジェンダー×20代』のご紹介  

【最新号の主な内容】 

 将来、管理職になりたいですか？／おしゃれとルッキズムの違いは？／ 

 20代、体のこと気にかけていますか？／もし、友人や家族からカミングアウト 

 されたら？ など。 
  ＊今年度からは、新しい切り口にチャレンジです。年代別にインタビューし、 

    「ジェンダーギャップ」と「ジェネレーションギャップ」を探っていきます。 

【お問い合わせ先】 
 
 TEL：025-285-6635 FAX：025-285-6630 

 E-mail：npwf@npwf.jp ホームページ：https://npwf.jp/ 

県（男女平等・共同参画推進室）からのお知らせ 
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県（しごと定住促進課）からのお知らせ 

 男性の育児休業取得をより支援するため、令和６年４月１日から新制度に移行します。 

★男性の育児休業取得促進助成金制度が変わります！ 

★「わくわくワークにいがたキャンペーン」の結果報告 

◆トークイベント「私たちはこんな会社で働きたい！」

（令和５年11月17日開催） 

特設サイトでイベントの様子と 

キャッチフレーズ入賞作品を掲載中！ 

わくわくワークにいがた 検索 

https://wakuwakuwork-niigata.com/ 

 ◆新制度の支給要件、申請手続き等の詳細は県ホームページでご確認ください。 
  https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/shigototeijyu/1356865510782.html 
 

 【お問い合わせ先】新潟県しごと定住促進課（TEL：025-285-5260） 

  

現行制度（R6.3.31まで） 新制度方針（R6.4.1以降） 

事業主向け 労働者向け 事業主向け 労働者向け 

対象 パパ・ママ子育て応援プラス認定企業 
左記企業等の県内事業所に勤務する 

男性労働者 

常用雇用者が300人以下の 

パパ・ママ子育て応援プラス認定企業 

左記企業等の県内事業所に勤務する 

男性労働者 

休業期間 通算28日以上 通算14日以上 

     通算28日以上 

※事業主向け申請にかかる育児休業 

 の場合、通算14日以上   

主な要件 
男性労働者に育児休業を取得させ、 

職場復帰させていること 

育児休業を取得した後、職場復帰して

いること 

・男性労働者に育児休業を取得させ、

職場復帰させていること 

・上記の育児休業の取得に際して、 

代替業務に対応した従業員への応援手

当制度を就業規則等に新たに規定し、

利用すること 

育児休業を取得した後、職場復帰して

いること 

支給額 ５万円 25万円 ５万円 

支給回数の 

制限 
平成29年度以降、本助成金制度の利

用がないこと 
１人の子につき１回まで 

平成29年度以降、旧助成金制度での

支給実績も含め、利用がないこと 
１人の子につき１回まで 

労働者向け支給の取扱について 

◆「働き方改革推進」のためのキャッチフレーズを大募集！ 
 最優秀賞を含む９作品の入賞作が決定しました。 

 県では「働き方改革推進に向けた機運醸成」と、「新潟県の働く場としての魅力の 

発信」を図るため、県内の政労使が一体となったキャンペーンを実施しています。 

 令和５年のキャンペーンでは、「多様で柔軟な働き方」をテーマに据え、10/12～ 

11/30の間で若者の働き方や企業選びに関する生の声をお伝えするトークイベント 

の開催と、県内企業の働き方改革を盛り上げるキャッチフレーズを募集しました。 

https://wakuwakuwork-niigata.com/
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/shigototeijyu/1356865510782.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/shigototeijyu/1356865510782.html
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 新潟県男女平等推進相談室からのお知らせ 

相談室カレンダー 

〇 新潟県男女平等推進相談室では、性別 

 による差別、結婚や離婚、職場の人間関 

 係、さまざまな暴力、セクハラなどにつ 

 いて、電話等により専任の相談員が相談 

 をお受けします。 

  秘密は厳守され、相談は無料です。    

  なお、面接相談は予約が必要です。 

〇 専門家による専門相談を実施してい 

 ます。          

  いずれも事前に予約が必要です。     

  詳しくは相談室へお問い合わせください。 
 

 ◇弁護士による法律相談         

   毎月 第２火曜日・第４火曜日  

      （カレンダー   印） 
 

 ◇医師によるこころの相談 

   毎月 １回 
         ※開催日については、事前に相談室へ 

             お問い合わせください。 

新潟県男女平等推進相談室 
 TEL：０２５－２８５－６６０５ 
 （事業委託先）公益財団法人新潟県女性財団 

  【相談受付時間】 

   月～金曜日 11:00～12:30、13:40～17:30 

   土 曜 日 10:00～12:30、13:40～16:30 

【提出先・お問い合わせ】公益財団法人新潟県女性財団（ハッピー・パートナー企業登録等事務局） 

 TEL：025-285-6610 FAX：025-285-6630 E-mail：ngt.happy-p@npwf.jp 

★令和５年度取組報告書のご提出をお願いします 

 ハッピー・パートナー企業の皆様には、毎年、取組の実施状況を県に報告していただくこととなっており

ます。お忙しいことと思いますが、同封の依頼文をご確認いただき、令和５年度取組報告書のご提出をお願

いします。 
   

 ※令和5年3月31日までに登録された企業が対象です。 

★次のような場合は、女性財団まで届出をお願いします 
  

 ○企業等の名称、所在地が変更になった場合 

   ⇒登録証内容変更届（様式４）※登録証を再発行します。 
   

 ○代表者、男女共同参画推進者（所属や役職、メールアドレス等の連絡先含む）が変更になった場合 

   ⇒登録情報変更届（様式４の２）  
 

  ※上記２つの届出は、Webからもお手続きいただけます。 

   URL：https://npwf.jp/happy-p-form/ 

   （様式のダウンロードも上記ページ内のリンクから可能です。） 
 

 ○登録抹消となる事実（廃業、被合併等）があった場合 

   ⇒廃業等届（様式６）と登録証を郵送にて女性財団までお送りください。 

ハッピー・パートナー企業の皆様へのお願い 

ハッピー・パートナー企業 変更届 検索 


